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9）専らヨーロッパにおいては，フランスの三層制（市町村：communes, 県 : departments,
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15）この時点における道州制導入の理念や制度設計については，本文や上記の註13）や14）
で紹介したもの以外にも，「道州の担う事務」配分をはじめ，「道州議会」のあり方や「道
州の執行機関」，「道州と国及び道州と市町村」の関係の調整，「道州制下の地方税財政制
度」のあり方等の観点から検討されるべきであると答申しているのであるが，基本的に
は，道州も既存の市町村や廃止されることになる都道府県同様にフル装備の自治体という
前提は決して揺らいではいないのである。今般の地方分権改革の必然性を，地方分権改革
推進委員会の「中間報告」の言うように「変動する国際社会への対応」に求め，いわゆる
地方自治のグローバル・スタンダードを追求するのであればこそ，自治体の多段階構造と
必ずしも完全自治体ではない途を模索するという姿勢が不可欠であったように思われると
ころである。
16）自治体再編のあり方に関する考え方についてグローバル・スタンダード以上に諸外国の
実例をモデルにしながら分析を加えたものとして，加茂利男「地方制度改革の行方－基礎
自治体と広域自治体の規模と機能－」日本地方自治学会編『自治体二層制と地方自治』（地
方自治研究叢書19 敬文堂 2006年）3～21頁がある。この文献は，さすがにすでに若
干古いが，12頁以降の「4自治の多様化と多層化」で指摘されている点等はなお説得力を
有しているといえよう。
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